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第 6 章では、提案手法の実験的な検証として、深さ 44 nm、幅 5μm の矩形ポケットが周期 10μm で配列した構
造を持つ標準格子を測定試料に用いた測定を行っている。およそ 160μm の測定領域内で、三次元形状が一様に復元




























(3) 波長 488nm の可視域レーザを光源とした回折光測定装置を開発し、形状寸法が予め厳密に値付けされた標準
格子を測定することで提案手法を検証している。格子表面は深さ 44 nm、幅 5μm の矩形ポケットが周期 10
μm で配列した構造を持ち、これが直径 160μm の円形領域内で一様に復元された測定惨状を得ている。得ら
れた表面プロファイルは格子の寸法と偏差数ナノメートル以内で一致し、水平方向にはサブマイクロメートル
の回折限界分解能が達成されている。
(4) 周期構造をもたない形状を収束イオンビーム加工法によって作製し、その形状を測定することで、任意形状に
対する提案手法の有効性を検証している。光強度測定器のダイナミックレンジが有限であることが、測定形状
の一般性を制限するが、本論文では実際に実験的に復元された三次元形状を得ている。測定結果の解析から見
積もられた垂直分解能は数 10 ナノメートル程度であり、散乱光測定雑音の低減とダイナミックレンジの向上
により垂直分解能を向上させることが可能であることを示している。測定された三次元形状の寸法は、白色干
渉計で得られた値と良く一致している。
以上のように本論文は、光散乱と波面再生法に基づく新たな微細三次元形状計測法の提案を行い、数値シミュレー
ションと実験による検証を行った結果を取りまとめたものであり、その成果は微細三次元形状のナノインプロセス計
測に適用でき、微細形状加工技術における効率的な生産システムの構築に有効性が見いだされる点で、生産工学・精
密計測の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値のあるものと認める。
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